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【研究の背景】 

プラスチック射出成形品（図 1）は，さまざまな用途で使用さ

れており，熱や光などの環境条件から受ける負荷も多岐にわた

っています。使用環境によっては，つねに紫外線や応力などの

負荷にさらされる場合があり，そういった環境で使用されるプ

ラスチックは，品質の低下が懸念されます。そこで，紫外線や

応力などの負荷が存在する環境下における品質の安定化はプラ

スチック業界が取り組むべき重要な課題です。 

 

   
 

【研究の目的】 
プラスチックに対して，紫外線や応力などの外的な負荷が加 

わると，プラスチックを構成する分子同士を繋ぐ鎖が切断され 

て，強度や伸びなどの特性の低下を引き起こすと言われていま 

す。本研究では，プラスチックに外的な負荷を付与した時に起 

こる高次構造（図 2）の変化に着目し，物性の変化との相関を 

調べることで，外的な負荷が存在しても安定した品質を維持す 

るような成形品の成形条件の取得をめざします。高次構造を調 

べる手法としては，エックス線回折の他に放射光エックス線や 

中性子を用いた測定にも積極的に取り組んでいます。 

 

                 
【研究の内容】 

汎用樹脂であるポリプロピレン(PP)を原料として，成形条件を 

 変えることで，結晶構造が異なる成形品を作製しました。得られ 

た成形品の内，β相の割合が少ないものをα-rich，多いものを 

β-rich としました。結晶構造の異なる成形品に対して紫外線を 

照射し，照射後の強度や分子量などの特性を評価，比較すること 

で，照射前の成形品の結晶構造が照射後の成形品の特性の変化に 

対してどのように影響するかを調べました（図 3）。その結果， 

照射前の成形品の結晶構造がα-rich である場合は，β-rich に 

比べて紫外線によって低下する分子量の割合が大きいことがわ 

かりました。 

 
 
 
【今後の展開】 

今後は，紫外線を照射した時に起こる結晶構造の変化についても調査するとともに，応力が加

わった時の高次構造の変化と物性の変化との相関についても調べる予定です。 
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図２ 高次構造の一種である 

球晶構造の偏光観察結果 

図３ 紫外線照射時間と 

  分子量の関係 

図１ 成形品の外観 


